
No 評　　価　　項　　目 評価 理由及び改善のための取組等

1 子どもたちは、毎日楽しそうに学校に通っている。 B

2 職員は、教育活動に熱心に取り組んでいる。 A

3 職員は、まとまりがある。 B

4 保護者や子どもが学校生活に悩みがあって相談したとき、職員は親身に応じている。 A

5 職員は、本校に来校した地域住民や保護者に明るくていねいに対応している。 A

6 学校行事や体験活動には、地域住民や保護者が参観しやすいよう工夫している。 B

7 子どもたちは、学校内外でしっかりとあいさつができている。【五ヶ条「あ」】 C

8 普段から教職員と保護者で交流ができている。 B

9 教職員が地域の行事に積極的に参加するなど、地域住民との交流ができている。 Ｂ

10 地域の行事に子どもたちが積極的に参加・協力する体制ができている。 A

11 子どもたちのけがや病気に対して、適切に対応している。 Ａ

12 防災訓練や緊急連絡等の一斉メールなど、非常災害時の対策を講じている。 A

13 学校の教育方針や重点的な取組が明確で、保護者に浸透するよう努めている。 B

14 いじめ防止のための対策やいじめ発生時の対応・体制がとれている。 B

15 配付資料やホームページ等で、学校や子どもたちの様子を適切に公開できている。 B

16
職員は、学級の状況をよく把握し、教育懇談会などの保護者会において、保護者に学校・学
級の様子をよく伝えている。

B

17 保護者面談等において、子どもたちの様子を保護者と共有することができている。 B

18 学校内の掲示物を工夫するなど、児童の学習環境が整えられている。 B

19 清掃・整理整頓が行き届いており、明るく清潔な環境の中で教育ができている。 B

20 諸学力調査の結果を分析・考察し、指導に役立てている。 B

21 児童一人一人の学力を的確に把握し、学習指導を展開している。 B

22 授業力向上のための研究授業や研修の充実を図っている。 A

23 小学校相互に効果のあるＧ授業の実践を積み重ねている。 Ａ

24 Ｇ授業は、子どもの成長につながっていると感じる。 Ｂ

25 外部機関と連携した取組を指導に生かしている。 B

26 各種調査結果より本校の授業等で、子どもたちの学力が向上している。 B

① 一人一人の児童の実態に応じた個別指導を適切に行っている。 B

②
詩を読むこと・話すこと（音読、スピーチ集会等）、書くこと（作品作り、ノート
指導等）をとおして、表現力の育成に努めている。

Ｂ

27
地域の人材や資源を学習活動等に効果的に活用するなど、五ヶ瀬（地域）のよさを幅広く認
識する教育活動を意図的に実施している。

A

28 学校行事や体験活動の目的等は、保護者に理解され、内容は充実している。 Ａ

29 本校の教育活動により、子どもたちは思いやりの心が育っていると感じる。 B

③ 読書の推進の取組により、子どもたちが読書に親しんでいると感じる。【五ヶ条「う」】 Ｂ

④
危機管理体制を充実させ、家庭や地域、関係機関と連携して、安全教育の徹底に努
めている。

B

30
早寝・早起き・朝ごはん（朝大豆）、健康な歯や口腔の衛生等、健康的な生活習慣
づくりのための取組に努めている。【五ヶ条「い」「え」】

B

31
テレビやゲーム等のメディア利用の適正化に向けて、家庭と連携した取組に努めて
いる。五ヶ条「お」】

B

32 体力テストの得点値が対前年度比で向上している。 Ａ

33 体力向上プランを、体育科学習の工夫改善に役立てている。 B

34
体力テストの結果や体力向上プランをもとに、児童生徒の体力向上にしっかりと取り組んで
いる。

B

⑤ すこやか習慣の取組により、健康な生活習慣についての意識付けができている。 B

⑥ 体育指導や立腰指導により、心身の健康増進が図られている。 B

保
護
者
地
域
と

の
交
流

重
点
取
組
事
項
と
成
果

平成３０年度　五ヶ瀬町立坂本小学校自己評価書

○　満足度及び職員・子どもの態度では、ほ
とんどの項目で概ね前年度と同様の評価を得
られた。ただ、全体的に０．１ポイントずつ
の低下が見られ、よりいっそうの努力が必要
であると考える。
○　保護者アンケート、子ども達のアンケー
トの双方で、「困った時に先生は相談にのっ
てくれる。」という割合が９０％を超えてお
り、他の項目に比べて大変高く、自己評価を
Ａとした。
○　あいさつについては、昨年度と同様、保
護者・教職員共に「よくできている」という
割合が他の項目に比べて低かった。五ヶ瀬の
家庭教育五箇条でも設定された項目であり、
今後の大きな課題である。いつでもどこでも
誰にでも、同じような態度をとれる力を身に
付けさせたい。
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【　平成３０年度の総括評価　】

○　地域の行事に対しては、子ども達も職員
も積極的に参加した。しかし、保護者アン
ケートでは前年度より０．１％下がっている
ことから、行事に参加した際に職員だけで集
まるのではなく、保護者との交流を今以上に
積極的に行う必要性を感じた。

○　校内の各教室や廊下における整理整頓に
ついては、まだまだ改善の余地がある。いら
ない物は速やかに処分し、出した物は元あっ
た所に片付けることを徹底したい。
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評価については、４段階評価（Ａ：期待以上　Ｂ：ほぼ期待通り　Ｃ：やや期待以下　Ｄ：大幅な改善を要する）　Ｃ、Ｄの評価については、理由及び改善の取組等を記述。

○　保護者アンケート調査結果では、昨年度と比較し、0.2ポイント以上低くなった項目が１０項目と多く、逆に0.2ポイント以上高くなった項目は０であった。内訳とし
ては、いじめに関する項目、学習環境に関する項目、学力向上に関する項目の3つがあげられる。このことに関しては、職員も課題を感じている点であり、次年度に向けて
力を入れていかなければならないと感じている。
○　職員による自己評価では、0.2ポイント以上下がった項目が１8項目と約半数に上った。これは、職員の構成メンバーが転勤で大きく入れ替わったことにより、各評価
項目に対する認識が変わったことによるものであると考える。職員の自己評価が厳しいのは取組を充実させるためには良いことであると考えるが、次年度向上しているこ
とが大切であり、職員間で確認する必要がある。
○　あいさつについては、学校外においても「いつでも　どこでも　だれにでも」が実践できるよう、指導の継続が必要である。
○　学力向上のための授業改善やＧ授業での取り組み、学力向上タイム等の効果的な活用に加え、個別指導を充実させ、子ども達の基礎的･基本的な学習内容の定着をさら
に高めていきたい。

○　授業力向上のために、全職員が年1回は研
究授業を行い、県及び町教委の指導を受けな
がら質の高い授業を目指して実践研究を行っ
てきた。ただ、各種学力調査結果を利用した
個人別の学力分析や、分析結果を活用した、
児童一人一人の学力に応じた学習指導につい
ては、まだまだ取組の余地が残されている。
○　Ｇ授業については、保護者も児童も成長
につながっていると感じているが、職員の半
数は、児童によってその効果に差があるとと
らえている。学年全体の目標だけでなく、個
人別の目標をもってＧ授業に臨む必要があ
る。

○　今年度も、様々な体験活動（田植え、稲
刈り、収穫祭等）において、地域の方々や保
護者のご協力により、充実した教育活動がで
きた。これらの活動は、自分たちの住む地域
のよさを知る大変よい機会となるとともに、
たくさんの農業や産業、そこに従事する人の
努力や苦労などを学ぶ貴重な学習の場となっ
ている。今後も計画的に実施していきたい。
○　読書については、校内でも図書委員会を
中心に推進活動を行っており、読み聞かせや
つくしんぼ文庫など、外部の協力もいただい
て充実を図っている。ただ、読書量に個人差
があるので、引き続き読書推進の取組を続け
ていきたい。
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○　保護者アンケート調査では、いじめ防
止、対処の項目において、前年度より０．３
ポイント低下した。本年度は、いじめ事案が
発生したためであると思われる。いじめ事案
の発生の際には、迅速な対応を行い、早い段
階で解決することができた。しかし、職員の
自己評価の中で、いじめ防止のための対策や
対応等について、さらに校内体制を充実させ
た方がよいという意見があり自己評価をＢと
した。
○　情報公開については、保護者アンケート
において高い数値を得られたが、職員として
は十分に伝え切れていないという思いがあっ
たため、自己評価をＢとした。今後は参観日
の懇談会の持ち方や、個別面談のあり方等を
工夫していく必要がある。
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○　今年度の体力テストの結果は、32名の児
童のうち、Ａ判定が18名（昨年度19／36名）
と割合的に上昇した。また、判定が上がった
児童も４名いた。これらは、体育の授業をは
じめ、前年度に引き続き校舎内にいつでも運
動に親しめる場を設定したり、季節毎に体力
向上のための場を設定したりするとともに、
どの運動においても、目標をもって積極的に
取り組ませたことが要因ではないかと考えて
いる。
○　保護者アンケート調査では、生活リズム
に関する評価とともに、家庭における子ども
との積極的な関わりに関する項目がが低い。
今後、学校と家庭がさらに連携を深め、改善
していく必要がある。


